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借り出したときは

•陥は笑筋に 1点薔しましょう。・じつ 9も

場ず期日を守りま し ょ う 。

•よごさないようにしましょう。

. ¥箱をつけないようにしましょう。

•また貪しをやめましょう。

キハ,No. 1482 

昭和60年7月26日午後5時頃に長野市地附山の戸隠

有料道路付近で大規模な地すぺりが発生し、その土砂

は、湯谷団地・老人ホーム松寿荘・望岳台団地へと押

し寄せ、死者26名全半壊64戸という大きな被害を及ぽ

しました。長野県土木部は、 2次災害を防ぐため直ち

に応急対策に渚手すると共に、地すべり機構の調査解

析をすすめてきました。恒久対策工事は、集水井13基

が完成し、抑止工の中心的役割をになう深礎工、アン

カーエも完成し、現在、滑落崖の安定工事等を中心に

すすめているところです。

今後とも、関係機関の御指導と地域住民の御理解をい

ただき、対策工事の早期完成に全力を上げ、当地域の

安全性確保に邁進する決意です。

昭和62年 1月

長野建設事務所長 上條巖水
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1 地すべりの概要 I 
地附山は、長野市街の北西側に接し、標高 732mであ

り、盆地との比高約 300mである。この地附山束北側の

斜面は、傾斜20-30度と推定され、小規模な地すべりの

現象が昭和56年から見られた。今回の地すべりは、中腹

部の小さな地すべりから始まり、それらが拡大し、標高

680m付近を頭部とする大規模な地すべりとなったと推

定される。地すべりの土砂の多くは、東南方向へと移動

し、標高 480mの台地に位罰する湯谷団地へと流出、又

一部は、ほぼ南側方向にある老人ホームと望岳台団地へ

+＋＋＋＊++＋＊＋++＋＊＋＊+++＊3 

噌ョ
＋ 地すぺりの諸元 言
＋ ＋ 
+1、発生昭和60年 7月26日曲17時こ‘ろ + 
噌塁+ 2、長さ 流出土砂末端まで約JOOm 言

言ふ幅 最大土砂流出幅約500m i 
+ 4、面積被害区域を含める面積約25ha.j.

+ 5、土量 地すべりにより移動した推定土量噌ョ

裏約 500万m， 言
* 6、地すぺり深度推定 30-SOm t + ----.. ・・・・・~ ・-- + 
+＋＋＋+++++++＊+＋＋++＊十嗜窪

流出した。この付近の地質は、第 3紀裾花凝灰岩が主体であり、例年を大きく上回る大雨が地すべりの

起因と考えられるが、現在、詳細な調査を進めているところである。
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T60年 7月27日撮影



／ 大雨つづく昭和60年の大mJ
昭和60年の梅雨は、期間的には平年並みであったにもかかわらず、台風や前線の影響で大雨

が続き、平年の約 2倍に達する史上 2位の降雨記録となった。

このため、各地で災害が頻発し、多額

りを誘発する一因
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今年の降雨賽料によれば、梅雨

虞～％）前までは、平年並みの
1 400 

降雨であったものが、梅雨期に異
'300 
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—…•••昭和60年日降雨量

一……昭和60年4月以降累積雨量

匿.........,月以降平年累積雨量

30 

状な索雨があったことがうかがわ

れる。

4月～ 7月の降雨量比較図
（長野気象台・

長野県気象月報より作成）
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信濃町
上水内郡信濃町霊仙寺山ろくの屏

風沢にて、 7月20日夜 9時ごろ土石

流が発生し、数十万m'の土石が深流

を大きく削りながら一気に流出し、

下流部落に全壊 1戸、半壊他31戸の

被害を与え、県道も通行止となった。

旭山
長野市茂哨「の裾花川沿いで、旭山

の北斜面が高さ約50mにわたり崩落

し、土砂は裾花川をせき止め、対岸

の耕地までおしよせた。

このため、一時ダム湖ができ、下

流に不安をもたらしたが、懸命の作

業により土砂を取り除き大きな難を

のがれた。

昭和60年発生災害の概要（長野建設事務所管内）
公共土木施設災甚 (1皮古iIItiii fFl) 

異状気象 l発生年月日 I雨 量
県工事

`•砂防J也すぺ叶道路抵架 1 i1’ 

市町村事
合 計

河Ill•砂防地すぺり 道路，｛喬架 計

地すぺり 3月11日 22* mm/aIii I 3: 83, 000 3: 83,000 3 : 83,000 

3月30日 33鬼.S無m"'~I/2t 4~ 1 I : ， 400,000 1 : ＇ 400,000 1 : ， 3,000 l : 3,000 2 ， ; ll 403,， 000 

4月16日
該ノ）t：

1 : 35,000 1 ! 35,000 40""'I3ll I: 10,000 1 : 10,000 2: 45,000 

5月258 5lかm"Im礼h 10 ; 22,280 10 : 22,280 10: 22,280 ： 集中咲雨

三［口：：I: ：。口 1〗□:：：口 I:：： l:： IロロI: ：：：ロ
地すべり 17月26815盆こ祐 2j 36,ooo | 3: 654,900 | 5: 690,980| 5: 690,900 

計 1 計 I I206, 1,809,040 | 80 671,200 |286: 2 480,240 | 99, 1,038,120 |508 3 341 030 |607: 4 379,150 |893: 6,859 390 

7/26 は地附山関係であるが、他に都市施設災古llllh1土砂排除哨IIilf排水施設）713,000千円（田t111)がある， （昭和60年9月木現在）
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全

26人

"、
SOI東

半 壊

③農林業按害

＠水道施設被害

⑤福祉 " 

602.174干円

229,200 " 

1,457,330" 

（松寿荘）

⑥商工関係被害 68,167 " 

道路へ押しよせる老人ホームと土砂
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被災前後の地附山と湯谷団地、松寿荘周辺

地附山中腹（左上が松寿荘、左下が湯谷団地）（7/22) 崩壊した土留擁壁と盛り上がった道路(7/26) 

すべりだした有料道路（地すべり地のほぼ中央）（）／26 5時すぎ） 砂ぼこりをたて押寄せる土塊（左が松寿荘）（ 7/26 5時30分）

お L寄せた土砂にのまれた家戻 懸命な救助活動がつづけられる松寿荘
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I 家屋の被害状況 言

倒壊した家辰 道路と下方の家屋へ押しよせた土砂、屋根

I 

土砂に押し上げられたガレージ（不動域下方）

，．． ・・・・" 
完全に押しつぶされた家厩（団地北側）と有料逍路の H錆杭
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ー 地すべり地内の状況 I 

ヤ
ダ r

,占t、 _-,. -ー・ • --- -

盛り上がった土塊（中段） 倒壊寸前（後方）、｛到壊（手前）のテレピ中継所

; • J.ど::.；,．. Jごで←ヘ・ ・ぶ．
• t 、、冒，,. ．ヽ・'『サ，．． ＇、 9 -マし 9

押しつぶされた有料造路料金所（松寿荘横） 湯谷団地真上まで押し流されたテレピ中継所
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/__Jt!Jすべり災害の経週と対応／
1、経過

(1)7月21日午前 1時頃

12)7月21日午前 7時

(3) 7月26日16時30分

(4) 7月26日17時38分

(5) 7月26日17時50分

(6) 7月26日19時20分

(7)合計（避難：指示）

(8) 7月28日10時15分

(9)8月10日13時00分

110) 8月12日19時00分

111160年11月2El

(12)60'cll月30El

(13)60年12月20El

114)61年 9月23El

11部1年 9月24日

(16)61年12月23日

2、避難等の状況

湯谷団地自治会長が湯谷団地グランド周辺上部地城に自主迎雅勧告。避雅者約430人。

上記自主避雅勧告を、市が解除。

長野市長が湯谷団地住民38戸に対し避雅指示発令。

上語泄雅指示を湯谷団地全体（一部団地外を含む） 272世僻863人に拡大。

長野市長が望岳台地区住民24世{i¥'80人に対し、避雅指示発令。

長野市長が上松 2 丁目及ぴ滝地区住民309世•:/\'989人に対し避雅指示発令。

605世僻 1,932人

上記(6)の避雅指示対象住民のうち、 260世偕832人に対し解除。

上記(4)の避雅指示対象住民のうち、 22世僻96人22世僻96人（湯谷本村）に対し解除。

上記(4)及ぴ(6)の迎雅指示対象住民のうち、 112世•}i\'369 人に対し解除。

上記(5)の避雅指示対象住民のうち、 24戸80人（望岳台全戸）に対し解除。

上記(4)の避雅指示対象住民のうち、 64戸169人に対し解除。

上記(4)の迎雅指示対象住民のうち、 48戸126人に対し解除。

二次崩落のため、望岳台、湯谷団地184世僻530人へ避雅指示。

上記(11)の184世僻530人に対し解除。

上忠3X4)の避雅指示対象住民のうち、75戸260人に対し解除を行ない、雌雅解除は全て完了。

(1)指定避雅場所 (7/26-8 /16) 

I 
・城山小学校 延 801人

・湯谷小学校 延 4,092人延 5,768人

•長野裔等学校 延 805人

・東長野名人憩の家延 70人

(21恙人ホーム松」料鳴l係 169人

3、 主 な 対 応

Il)対策本部設骰状況

長野市災杏本部

地附山地すぺり対策本部長野地方部

長野市災苫対策本部

地附山地すぺり長野県災甚対策本部

(2)自衛隊派逍状況

7月21日

7月26日

7月26日

7月26日

▲湯谷小学校に避難した住民

1 時50分設；•it (7月21日7時廃止）

13時設附

17時設磁

21時設骰

派逍要訥日時 7月26日 22時 撤収要9li'i日時 8月1日 16時20分

活動内容 行方不明者等の捜索及ぴ給水活動 要請人貝等 人,160名給水車4台ヘリコプター 2機

(3)災忠救助法適用状況

適用日時 7月26日 22時58分

4、地附山地すべり災害地域に係わる警戒体制

県、市災害対策本部は、災害地域を中心とした付近一帯の安全確保と 2次災害防止のため、観測体制

の強化と1脊報伝達網を確立し、日営のパトロールに加え、降雨時・異常時には別記のような基部を設

け県庁土木部・長野建設事務所・長野市を中心に対応した。又、地附山地すべり災害対策委貝会は総

合的な対策を講じると共に、地すべりの技術的問題と再発拡大予知を専門的に検討する部会（下記）を

設け、内 5名による予知判定会（※印）も確立した。この結果、避難解除に関し検討が行われ、 61年12
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月末で、避難指示は全て解除された。

圏躙佃，1響且'll'訊，＇'’’99999 』，＇，屑 '999

役職 名 氏名

部会長 ＊土木部長 宮田浩逍

部会且 建設省土木研究所砂防部長 藤田か雄

＂ *i註州大学工学部教授 川 上 浩

＂ *1且州大学工学部教授 1,、/； 坦

" ＊信州大学工学部助教投 吉沢孝和

,, 侶州大学理学部助教授 熊井久雄

,, ＊佃州大学教ff学部助教投 点 1i暴 既
,, 土木部土木技監 田内猛彦

＂ 林務部治山課長 佐藤正彦

＂ 土木部参事兼逍路維持課長 古畑和男

II 土木部河川課長 丸山昌義

＂ 土木部砂防課長 福井 11ll八

＂ 土木部主任叩’'1指祁員 望月巧ー

＂ 住宅部主任也門指迎貝 伊東俊治

＂ 長野市建設部長 志川 泊

,, 長野市建設部道路課艮 小林 宏

,, 長野建設事務所長 上峰巖水

（注） ＊は、予知判定委貝

グゞ＇又ーマ`
▲地附山地すぺり災害対策委員会専門部会

地附山地すべり災害配備基準I
ここ1111 7/1~8/19 8/19~ 、、

大雨洪水注意報 水防第 1配備 1 次配備

大雨洪水腎報 水防第 2配iiii 2 次配備

雨のふりはじめ 監許見1本庸llii;ft

巡続10mm~20mm 工事現場作業

中止退避

巡続30’nm以上
開腎ロ戒ー始体ル(3光制0分波とiiパ測i)批ト（又は 1om~ん以上）

述続40mm以上
''1]定会1}lliII: 2 次配備

（又は15mmん以上）

述（災又続古は5の200m恐’"m＂れ以＇んが上以あ上る）でと2次き 次特iil戒配(3体0fi分iif）|il1li光i（)第波測2 
3 次配備

（判定会1liliIIi)

移動に顕若な変化があ
判定会l開催 ＂ る時

主に被災直後の情報伝達システム I 
地元住民関係機関

地すぺり災害対策委貝会

県土木部と長野建設事務所は、市と協力し情報伝達と対

応に努め、応急工事パトロール、夜1111-iitJt19体制を実施し、

2次災害の防止に努めた。尚、現在は、伸縮計などの常

時観測データを、コンサルタント現地事務所より県、市、

長野建設事務所へFAXを利用し毎日伝達している。

隅

」
9
9
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／二次災書防止のための譴対策と観躙
0地すぺり発生後、長野県土木部は市と協力し地すぺりの再発、崩落土砂の流出等の二次

災害に対する応急対策に直ちに藩手した。

0応急対策は、湯谷団地から老人ホームにかけて、地すべり土砂の未端付近に H鋼と松丸

太による土留め壁をつくること、さらに両水の地下浸透を防ぐため、地すぺり地内の不陸地

形を整地し、雨水の早急な排水を図るべ〈仮排水路を実施した。これにより、崩壊後、数回

の降雨に見舞われたが、その効用を果している。尚、 H鋼打設等は、市道災害復旧応急仮工

事として県が受託し実施した。

0又、地すぺり土塊並ぴに周辺地域の土の移動を把握するため、地すぺり後、伸縮計を設

置し約 1ヶ月間は、 24時観測体制をしくと共に、再発拡大予知に万全を期すため、土塊移動

チェックを行なう光波測量等を実施した。

直
H鋼杭 477本

土留延長898111

鯛
約158,00(Jm'

I表面排水工I
L =1,874m 

i頭部排水エ 1

L =730m 

I横穴ポーリング1

約600m（周辺地域）

調{、i.観測

伸 縮 計 31ヶ所

移 動 杭 9測線

光波 illt/賊 19測点

クラック監視 24時1111

湧水調化 約40点

〔地すべり後の図〕
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移動量を確認する光波測置

応急対策の住民説明会（湯谷小学校）

住民の強い要望により行われた家財発掘作業 応急対策工事の完了した地すべり地全棗

- 15 -



ふ

整地前（地すべり直後の土砂流出状況＼ 最高時28台のプルドーザーによる整地

整地の完了した地すべり地 頭部からの雨水排除のための仮排水路

仮設排水路 応急対策から恒久対策にむけてすぺり地内に整備された仮設道路

-16-



着々と進められる H鋼打設

地すべり地周辺の湧水量、井戸水位調査

-1 7 -

集中管理システムに整備された

31ヶ所の伸縮計

湯谷団地北側



地附山周辺の地質は、新第三紀中新世後期の裾花凝灰岩を主体とする。この裾花凝灰岩は、

長野盆地北西縁部に沿って広〈分布している。地すぺり機構解明のための地質調査では、ポ

ーリングをはじめ各種の調査が行なわれ、次のような地質状況が明らかになった。当地域の

裾花凝灰岩は、泥岩をともなう地層を中位にして下部・中部・上部の三層に大別できる。下

部層は、細粒ち密の硬い流紋岩質凝灰岩、凝灰角礫岩およぴ流紋岩よりなる。中部層は、泥

岩、含凝灰岩礫泥岩、含軽石泥質凝灰岩およぴ凝灰質礫岩よりなる。上部層は、軽石凝灰岩

およぴ硬質の白色細粒凝灰岩よりなり、主に地附山頂部付近に分布する。地質構造は、地す

べり地上部を北束ー南西方向に走る断層を境に、山側では受け盤状に、地すぺり地側では流

れ盤状となるが、多くの断層が発達し構造は複雑である。また、中部層の泥岩の上下では、

著しく変質した部分があり（モンモリロナイト化）、今回の地すべりに関係していると見られ

ている。

⑧二三□口．1/IijR®〗-旦}9:＇`／／こ〗〗言®/j/〗二→プ侶ふ，／言三臼〗〗：7:ロ
＠⑥ 

cc 
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ボーリングの概要 (61年12月現在）

OA測線 II孔 579 m 

o B // II孔 641 m 

O C II 9孔 448 m 

OD  II 4孔 173 m 

o E // 4孔 160 m 

o F II 9孔 479 m 

O G II 6孔 256 m 

OH  II 4孔 185 m 

O I II 5孔 300 m 

0 J II 4孔 200 m 

0工法検討用 17孔 879 m 

0地すぺり地外 26孔 I,0!6m

調査孔計 I | 0孔 5、316m

水位観測孔
調査孔(¢,20mm)

その他

試験計測の概要

〇標準貫入試験

0パイプ歪計

0孔内傾斜計
0地下水測定

0地下水検層

0簡易揚水試験

0揚水試験

0問ゲキ水圧計

0横方向載荷試験

0アンカー引抜試験

0平板載荷試験

〇伸縮計(UCAM)

II （自記式）
0移動杭

0地盤傾斜計

17孔 (W.GW.Q)

2孔 (T-1,2)

5子し (l式駐兌子Lイ也）

33孔

59孔

4孔

IOI孔

17孔

28孔

2孔

4孔

7孔

6孔

8ヶ所

30基

19基

4測線

14ヶ所



ボーリングコア写真(B測線）

▲ポーリングコアを確認し、検討をすすめる

B-1 
2=90m 
の内55m

゜
I O 20 30 40 

↑ 
SM(Md) 

SOm 

B-2 
£=50m 

。
10 20 30 40m 

↑ 

SL 

B-4 
2=55m 

。
JO 20 30 40 ↑ 

SM(Md) 
50m ↑ 

SL 

B-5 
£=52m 

゜
ID 20 30 40 50m 

B-7 
2=35m 

※SM 裾花凝灰岩中部層

Md 中部層にふくまれ
る泥岩

SL 裾花凝灰岩下部層

゜
10 20 

↑ 
30m SL 
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rこの図は、地すべり地の地質の風化程度の区分を新

崩積土、旧崩積土、強風化石、風化岩にわけて表示し

たものです。」

A測線 A-I 

700 ー・n
2
 。

6
.
 

企
r
!，••• 

i
 

600 

500 殴•1 集料井

400 
深瑕工(SWA)

B測線

700 

B-6 

深衷エ(SWB)

5 

・2 企60C:_IÎ • ・ • ・ • 

600 

P-9 

500 

3号トンネル

400 

C測線 C-1 

JOO 企60Bc2．．．．． ．．．．． ， 
-9 ; F 

C-5 

600 

500 

400 「企……」とは、地すぺり発生前

企業局が実施したポーリングです ・・・・・・ 旧地盤線
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この地すぺり断面図は、地附山地すべり対策に関し、長野県より業務委託をう

けた財団法人「砂防・地すべり技術センター」が作成したものである。

地すぺりを、上部すべり、下部すぺり、末端すぺりの 3つにわけ、各々に機構

解析と対策工法を検討した。

尚61年 9月の二次崩落後、崩落崖安定のため頭部すぺりを追加した。

主な対策工法の計画は、上部すぺりには、集水井、下部すぺりには深碇工、末

端すべりにはアンカーエ、頭部すぺりには整形とアンカーエを配置している。
B測線

I頭部すぺり I

8-1' 

8-0 

2

1

 

l下部すぺり I

s-1 
36  -s3 

如虹— 3A 

e-S 

O'3 

I上部すぺり I I日地盤線

9_、竺--I-C

I末端すぺり I

想定すべり面

ぃi定すべり面

憂蜂疾

凡例

陶 移動土塊

匝 l日崩積土類

回 捻風化石類

“ 茄風化岩類



地すぺりの恒久対策はし昭和60年度を国補災害間迩緊急地すぺり対策寧業、 61年度以降を

地すべり激甚災害対策特別緊急事業により実施してきたが、昭和61年9月23日の二次崩落に

より新たに災害関連緊急地すべり対策事業を再度導入し対策にあたることとなった，,対策

工事の内、抑制エとして集水井を60年8月に一部箔手し緊急対策を措置するとともに、各種

調査に基ずき地すぺ t)の安定解析と防止工法の検討が、r財団法人砂防・地すべり技術センタ

ー」に槃務委託され鋭意すすめられた¢さらに複雑な地すべり機構に対処するため「地附山

地すべり対策工事計画検討委員会ー別記」が設けられ慎重に検討が続けられている。

-22 -

アンカーエ

排水トンネル

横ポーリング

法面工



委負長

委員

” II 

” ” ／／ 

” ／／ 

II 

” 事務局

地附山地すぺり工事計画検討委員会

渡 正亮地すぺり学会i,iIJ会長
中村三郎 防衛大学校教授

大久保 駿 建設省河川局砂11）j部建設がl"I官
江口正紀 ，9 

中村 浩之 建設省土木研究所地すペリ研究眼

吉松 弘行 建設省土木研究所新潟試験所長
吉岡 良朗 元建設省土木研究所砂防部長

田内 猛彦 長野県土木部土木技監
福井 則八 長野県土木部砂防諜長

望月 巧一 長野県土木部詞靡主任がl"I指祁ll
上條 巌水 Lと野県長野建設1,務所長
財団法人砂防地すぺり技術センター

対策工法の内容
五訂～逹訳 内 容 全体 60年度 61年度 62年度以樟

集水井 Hり3=.156m合8.5m 23基 15基 8基

抑止杭
深焚杭 29本 29本る，ImH=315舟泊n

" H銅杭 113本 113本

Cポーリング 集（井水戸・内排含水む用） I =41妬Om24,150m 16,910m 

水路工
幹•支繰水路 I =7,0/0m 1.0式況路工•谷止エ15纂

排水トンネルエ 1,630mm 1,515m 115m 

整地エ 法整面形エ・工種子吹付 1.0式 1.0式 1.0式 1.0式

仮設工•その他 璽路員輝Ii
1.0式 1.0式 I 0式 I 0式，， 用地楠償

合 計 事業費 12.rlJJ,001千Fi 6,9刻籾千F 4邸001千Fi 1/l100J千Fi

対策工法
現在の対策工法の概要は、すでに完成している深

礎工（大口径シャフト杭）、アンカーエ等の抑止エと

一部完成している浅）杓・深）罹地下水排除のための染

水井、染水ポーリング、排水トンネルなどの抑制工

か主体である。

（昭和61年3月現在）
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上の図は、地すぺりにより移動した物体の移動状況を
示すものであり、これからも今回の地すぺりの方向が
うかがえる。

地附山における地すべり対策工法を1仇式的に

あらわすと右の図になる。

認
t

か
水

5

集

排水トンネル

対策工法模式図
すべり面

抑止工
（深礎工他）

水路工関係
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着手された対策工事
地すべり土塊の安定を図り、避難解除を早期にすすめ

るため、恒久対策工事が直ちに藩手され、集水井の一

部深礎工、法枠アンカーエの完成にメドがつき、 61年

12月には、避難解除が全て完了した。

以下、主なる対策工法を紹介する。

…・地すべり地内

このエ法は、掘削先端部分に先端シューを有する鋼製

ガイドを先行させ、上部に、 RCセグメント (1リング 6

分割裔さ90cm)を組立て集水井をつくる方法であり、下水

迎用管きよ築造に用いられるシールド工法に類似してい

る。地すベリの不安定な地盤での掘削やセグメントの組

立が、ガイドの中で安全に施工できる利点がある。通常は、

最下段セグメントとシューのIHIにれl1圧ジャッキを設骰し、

ガイドを沈下させ、セグメントを組立てていくが、浅い

部分では、上からのセグメントの自重により沈下をさせ、

上部から組立てていくことも可能である。

戸雪疇戸翡麟雷響薄攣讐・・地すべり地外

このエ法は通常用いられている人力掘削土留工法であ

り、 1リング 7分内訟jさ50cmのライナープレートを組立

て媒水井を作るエ法である。深度によりライナープレー

トの厚さや、補強リングlil/1秘も様々である。

集水井一覧表

Na 駄o紅さ ポーリ99ボーIJンダ長
構造

Na 農枯9さ ポーリンダ ;!(-IJンダ長
構遺•• 合計 D 本• 合計

I 23.4m 24本 1.56<lm RCセグメント 15 16.0m 20本 i.o:xJm 引ナーブレート

2 13.4m 23本 1,260m R.Cセグメント 16 28.6m 22本 1,485m RCセグメント

3 17.0m 22本 1.210m R.Cセグメント 17 35.6m 20本 1.400m R.Cセグメント

4 18.8m 24本 1,320m R.Cセグメント IB 22.0m 17本 790m うイナーブレート

5 31.4m 27本 1.4OOm R.Cセグメント 19 16.7m 13本 缶Om R.Cセグメント

6 30.6m 24本 1.310m RCセグメント 20 16.7m 13本 650m RCセグメント

7 24.Jm 32本 1．知m R.Cセグメント （以下代替とポーリング追加工耶）

8 35.lm 32本 1,140m RCセグメント 1 23.4m 24本 1.560m R.Cセグメント

9 31.lm 93本 3,740m R.Cセダメント 2 23.4m 23本 1,260m R.Cセグメント

10 28.6m 57本 1.810m R,Cセグメント 3 22本 1.210m ポーリングのみ

11 38.5m 26本 1300m うイナープレート 5 32.4m 27本 1，屹Orn R.Cセグメント

12 35.5m 26本 IJOOm ライナーブレート 6 24本 1.310m ポーリングのみ

13 25.5m 39本 1300m うイナープレート

14 31.5m 26本 1.100m ライナープレート 計 630.5m 100本 36.735m 23基

_ 24 -

▲対策工法が進む地附山全棄

▲網製ガイドとセグメント

▲ライナープレート集水井完了

ARCセグメント集水井ポーリング作業中



構造図
深礎工（大口径シャフト杭）は、集水井と同様に竪形シ

ールド工法により堀削内径 5.lmの深礎工内に鉄筋を組

立てコンクリートを打設して抑止杭として働〈ものであ

り、SWAライン20本、SWBライン 9本の計29本が施工された。

今回のように推定する地すべり推力が大であること、

さらに複雑な地質に対応し掘削面を確認しながら設計変

更が可能である点が主な採用理由である。

平面図
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深礎工に使用された主な材料
（全29本）

I 
数量品名 規格

スチール製 1.425Ri"' 
セグメン>I屯IOOX175|(2.3101) 

鉄筋等I
SOJO 

D151、2、16也
14.9151 

24'ー8-25
3ンクリート 1 | 26.610m‘ 

200-8-25 

疇

ァア蓼

▲機械による掘削作業

ゎ >
と

姿？
冨

...鉄筋組立(D,;Sr)
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アンカーエ法は、湯谷団地に接する地すべり末端の斜面の抑止のため計画されている。アンカーは、

長さ約40mのPC鋼より線(¢12.7mmX11本）のアンカーを 6段設附し、地山を補強すると共に斜面に設

けられる受圧盤(1本当り 3mX3m、厚さ60cmの平面コンクリート）により、法面の安定を計ることが

できる。なおこのエ法の採用に当たっては定苅部を確認するポーリング、引抜き試験、平板載荷試験等

を実施して設計にあたっている。（設計荷重約 122l定苅荷重約40l) 

測線 アンカ一本数

A~C 465本

E 204本

計 669本

'I'アンカーの施工状況

地附山地すべり平面図（法枠アンカーエ）

受圧盤面積

約4,380m' 

1. 92 Om' 

6, 300m' 

アンカー長

21,627m 

9,656 m 

31,283m 

ざ'’‘
成．［り~叫．. I E 

..，ヤ~ヽ

ぶ•··｝．ヽ•9 

A~C測線（下段の災害復旧関係アンカーは、査定設計のもの）
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・アンカー長40.5m-51.5m
・定着長£ -10.om 



排水トンネルは、集水井で集めた水を自然低下させる機能と、

グを行ない深府地下水排除の役目をもっている。

トンネル断面図

トンネルの作業室から水抜きポーリン

タイプ I型

t 
包［ ，＇々 ： `  ライナープレート

月1蒋gJ 
1三 550

9 00 2. 4 00 面
，9! 標準断面

（二ポーリノ;:門，9

直'--二 9 「 ru_ _  ::i 
I ポーリング室，，II
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トンネル縦断面図
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ー 排水トンネル

600.0 

翌

地附山地すべり対策の排水トンネルは、地すべり地

内に 2本(1号、 2号）を設け集水井 8基と結ぶ。又、

滑落樅に 3号を設け、上部からの排水を図る。

高さ（約） 延 長

1 号 EL536~538m 5 2 2. 9m 

2 号 EL556-559m 6 1 1. 2m 

3 号 EL657-660m 4 9 6. Om 

▲排水トンネル工事
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上部法面工は、当初滑落枇の整形を主体に対処す

ることとなっていたが、昭和61年 9月の二次崩落に

より、地すべり現象が生じたこと、地質的にも不安

定な急斜面が残った点などを考りょし、「頭部すべり」

を対象とする法而安定工事•か検討された。

その結果、おおむね西側半分には、不足する地す

べり抑止力にアンカーエを 6段配附、東11!11半分は、

従来どおり整形を主体とした。計画法面は、切土で

1:1.0-1.2盛土で、I:1.8とし、法枠工を施工し、植

生により全面緑化を図る計画である。

MS-2 （西側標準断面）
標高N-15 

700 
計回切土椋

61.9.24)地9999 680 

ら3＇号~トンネル且
660 

640 

＼ 
アンカーエ

200 150 IOO 50 

MS-7 （東側標準断面）
標高

700 

N-)8 
滑2落次滑直耳後後(60(6.l8.)9地.2形9)絵地形様 680 

戸、

660 

640 

620 

， ＼ 

゜

200 150 IOO 50 

゜

▲二次崩落直後の状況

◄二次崩落で変状（セン断）が生じた 5 号集水井

... 
▼ 大型重機を用いた滑落甜斜面の掘削状況
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地附山地すべり機構解析検討委員会発足

長野県は、地附山地すべりがどのようにしておこ

ったかという機構を専問的に解明し、今後の地すべ

り対策に助言を受けるため、上記委員会を昭和60年

12月に発足させた。委貝会は、その後会をかさね壺

料の収集と共、委員会独自の調在の実施などの段階

にあり、およそ 2年間にわたり、その活動がつづけ

られる予定である。

：地附山地すべり機構解析検討委員会

1 地すぺり対策工事の状況 1 ：委員長

地すべり地では、その安定にむけて梨水井の一

部、深礎工、法枠アンカーエ等が完成し、排水ト

ンネル 3本の掘削が完了、上部及ぴ両サイドの法

面エ、躯水井等の施工がつづけられている。

▲滑らく崖

→--▲完成した集水井(RCセグメント）

員

II 

委
¥
`
＼
さ
、
｀

令 II 

(50音順）

福岡 正巳（東京理科大学教投、日本大学教捻

地すぺり学会副会長、元国際土'tt基礎工学会長1

芥川 真知（埼玉大学教投、応用地質学会長1

川上 浩 （信州大学教授）

斎藤 豊 （信州大学助教授）

II 谷口 敏雄（日本工営特別顧問、地すべり

学会名性会長）

' II 藤田 寿雄（建設省土木研究所砂防部艮）

i /／ 山口 真一（成蹂大学教授、地すぺり学会長）

▲完成した深碇エ(¢5,100) 
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地附山地すぺりにより、住宅への被害の他、道路な

どの公共施設に多大な被害が発生した。このうち、市

道、普通河川の復旧事業については、その管理者であ

る長野市が、長野県と協力しながら、災害復旧事業の

査定をうけ、採択された。又、都市計画区域DID地

区にある湯谷団地については、都市施設災害復旧事業

（堆積土砂の排除と下水管復旧）も事業申請し、地すべ

り対策事業との整合が図られる中で、周辺の復旧計画

等が決められたが、査定決定後一部変更がされた。

尚、災害復旧事業の内、湯谷団地関係は、地すぺり

対策と同時施工するため、県が長野市から受託して施

“復旧計画説明会 工し、その他は、長野市が施工している。

災害復旧事業の概要 61年12月現在

箇 所 名 事業費 内 容

（普）赤砂連 JIl 18,533 L=61.0m護岸工、床止2基

（普）鬼 沢 JII 19,366 L=12.5m絹製床止エH=J.Om 

（市）湯谷8号線他10路線 689.928 L=l,084.6m土留法留工随暉

（市）深田町養老院線 68,761 L=85.05m法留工、応急H鎮杭

（市）上松 50号線 71,296 L=457.0m 

公共土木施設災計 867,884 

堆積土砂排除 195,622 A=21,600m'L呈51,IIOOm

排水管復旧 5,127 L =100.6m f=100m M H =6基

が夏旧工事が進む湯谷団地 都市施設災計 200,749 
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望岳台団地へとおしよせた土砂、建物は除去され、市道が以前の高さで復旧されるが、松弗荘の跡は

地すべりの末端のため、現状より切土はしない計画である。湯谷団地では、地すべり土塊が厚く推梢し、

上の斜面も急なため、原形復［日が困難；である。そのため、地すべりの安定との関連で雛駁状に復旧を基

本にし、一部抑止力をカバーするアンカーエを併用する計画とした。現在早期完成に向けて工事がすす

められている。

く望岳台団地〉

こ＝ニl 戸

＜湯谷団地〉

NO. 3 0 0 

・-・-・ 
し

旧計画排水エ（口2,000X2,000)_J o←現計画排水エ(0800)

9 : °・ 5 

NO.! 0 0 

Hi9 

NO. 2 0 

▲松寿荘撤去前 ▲完成した松寿荘前道路
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発行長野県長野建設事務所
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